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世
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に
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け
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俳
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の
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一　

以
哉
坊
来
山
以
前
の
山
口
俳
壇

　

近
世
に
お
け
る
、
中
国
地
方
の
俳
壇
史
に
つ
い
て
は
、
下
垣
内
和
人
氏
『
近

世
中
国
俳
壇
史
─
研
究
と
資
料
─
』（
和
泉
書
院
、
平
成
三
年
六
月
）
に
そ
の

概
要
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　

�　

中
国
地
方
に
お
け
る
蕉
門
諸
家
た
ち
に
よ
る
蕉
風
俳
諧
の
伝
播
は
芭
蕉

没
年
の
元
禄
七
年
以
後
、
盛
ん
と
な
り
、
元
文
頃
ま
で
に
一
応
の
終
結
を

み
る
。
そ
れ
は
蕉
門
諸
家
の
高
齢
化
・
死
亡
等
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
享

保
十
六
年
支
考
没
、
元
文
五
年
野
坡
没
等
、
中
国
地
方
に
関
係
深
い
蕉
門

俳
人
が
没
し
た
後
、
彼
等
に
よ
っ
て
伝
播
さ
れ
た
蕉
風
俳
諧
は
そ
れ
ぞ
れ

に
消
長
を
み
な
が
ら
中
国
地
方
に
定
着
し
て
い
く
。（
中
略
）

　
　

�　

中
国
地
方
に
お
け
る
蕉
門
野
坡
流
は
野
坡
自
身
の
手
に
よ
っ
て
開
拓
さ

れ
た
も
の
が
、
門
下
の
人
々
に
よ
っ
て
定
着
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、
野
坡

よ
り
早
く
中
国
地
方
に
来
遊
し
て
多
く
の
門
人
を
持
っ
た
支
考
は
来
な
く

な
っ
て
か
ら
の
空
白
が
大
き
く
、
そ
の
地
盤
の
ほ
と
ん
ど
を
失
っ
た
。
そ

の
後
、
支
考
門
の
人
々
に
よ
っ
て
再
び
中
国
地
方
の
開
拓
が
行
わ
れ
た
。

そ
れ
は
、
支
考
門
の
廬
元
坊
里
紅
が
支
考
に
勧
め
ら
れ
て
享
保
十
五
・
十

六
年
に
来
遊
し
た
『
藤
の
首
途
』
の
旅
に
始
ま
る
。

近
世
後
期
、
周
防
・
長
門
に
相
次
い
で
訪
れ
た
の
は
、
美
濃
派
と
呼
ば
れ
る
支

考
門
の
俳
人
た
ち
で
あ
っ
た
。
こ
の
美
濃
派
宗
匠
の
来
遊
に
よ
り
、
周
防
・
長

門
に
美
濃
派
が
伝
播
・
定
着
し
て
い
っ
た
。
美
濃
派
定
着
の
様
子
は
、
俳
書
へ

の
入
集
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
に
、
美
濃
派
の
中
国
地
方
開
拓

が
再
開
さ
れ
た
『
藤
の
首
途
』
以
降
の
美
濃
派
俳
書
四
作
品
に
つ
い
て
、
周
防
・

長
門
作
者（
注
一
）入
集
数
を
［
表
一
］
と
し
て
ま
と
め
つ
つ
、
特
に
、
山
口
在
住

作
者（
注
二
）の
入
集
数
は
別
立
て
で
示
し
た
。
行
脚
記
念
集
に
地
方
作
者
の
入
集

が
見
ら
れ
れ
ば
、
そ
の
地
域
に
美
濃
派
宗
匠
が
訪
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の

際
、
入
集
数
が
多
い
ほ
ど
俳
壇
の
規
模
も
大
き
い
と
考
え
る
。

　
［
表
一
］に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
周
防・長
門
作
者
の
入
集
数
は
、
安
永
三
年『
鳳

巾
の
晴
』
か
ら
急
激
に
増
え
て
い
る
。
以
哉
坊
『
鳳
巾
の
晴
』
の
旅
が
周
防
・

長
門
の
美
濃
派
定
着
の
大
き
な
契
機
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
下
垣
内
氏

も
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
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［
表
一
］
美
濃
派
俳
書
へ
の
入
集
数

作
品
名

刊
年

編
者

周
防
・
長
門
作
者

入
集
数

山
口
作
者
入
集
数

『
藤
の
首
途
』

享
保
十
六
年

廬
元
坊
里
紅
周
防
一
名

長
門
十
五
名

な
し

『
花
供
養
』

寛
保
三
年

廬
元
坊
里
紅
周
防
四
十
一
名

長
門
三
十
三
名

な
し

『
鳳
巾
の
晴
』

安
永
三
年
行
脚

（
刊
年
未
詳
）

安
田
以
哉
坊
周
防
三
百
四
十
九
名

長
門
九
十
一
名

二
十
六
名

（
故
人
・
吉
田
連
中
を

含
む
）

『
桜
の
ゆ
る
し
』
天
明
二
年
行
脚

（
刊
年
未
詳
）

百
茶
坊
巒
古
周
防
百
六
十
三
名

長
門
二
百
五
十
七
名

六
名

の
ゆ
る
し
』
の
旅
で
、
よ
り
強
固
な
地
盤
と
し
た
。

　
『
藤
の
首
途
』（注
三
）

は
、
廬
元
坊
が
支
考
の
命
を
受
け
て
享
保
十
五
年
春
か
ら

翌
年
九
月
ま
で
の
中
国
・
四
国
・
九
州
を
行
脚
し
た
際
の
俳
諧
紀
行
で
あ
る（
注
四
）。

周
防
で
は
徳
山
の
如
風
子
を
訪
ね
た
の
み
で
、
そ
の
他
の
地
域
で
句
を
読
む
こ

と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、『
藤
の
首
途
』
の
旅
が
筑
紫
行
脚
を
目
的
と
し
て

お
り
、
山
口
は
通
過
点
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
に
加
え
、
こ
の
段
階
で
は
ま
だ

山
口
に
見
る
べ
き
も
の
は
な
く
、
俳
壇
と
呼
べ
る
も
の
は
形
成
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
た
め
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。『
花
供
養
』（注
五
）は
、
廬
元
坊
が
編
集
し
た

芭
蕉
五
十
回
忌
の
俳
諧
追
善
集
で
あ
る
。
今
回
調
査
の
対
象
と
し
て
い
る
山
口

地
域
は
、『
花
供
養
』
の
段
階
ま
で
は
入
集
は
な
く
、『
鳳
巾
の
晴
』
か
ら
入
集

が
始
ま
っ
て
い
る
。
確
か
に
、
美
濃
派
俳
書
の
入
集
数
か
ら
考
え
る
と
、
山
口

俳
壇
は
安
永
期
の
美
濃
派
宗
匠
の
行
脚
か
ら
始
ま
っ
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
表

に
挙
げ
た
俳
書
は
中
央
の
俳
人
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
俳
書
に

載
っ
た
地
名
や
入
集
数
は
美
濃
派
の
勢
力
を
知
る
ひ
と
つ
の
目
安
に
過
ぎ
な

い
。
山
口
俳
壇
と
い
う
、
限
定
さ
れ
た
地
域
の
形
成
の
様
相
を
よ
り
具
体
的
に

知
る
に
は
、
地
域
の
資
料
を
調
べ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
山
口
俳
壇
の
様
相
を
示
す
資
料
と
し
て
、
山
口
県
文
書
館
安
部
家
文

書
が
あ
る
。
江
戸
時
代
、
山
口
市
の
道
場
門
前
に
商
家
と
し
て
栄
え
た
安
部
家

の
資
料
で
あ
り
、
商
い
や
家
に
関
す
る
文
書
の
他
に
も
連
歌
や
俳
諧
な
ど
文
芸

に
関
す
る
資
料
も
多
い
。
安
部
家
文
書
中
の
俳
書
と
し
て
は
、
安
部
素
文
ら
の

刷
物
や
、
そ
の
交
遊
関
係
か
ら
届
け
ら
れ
た
刷
物
・
書
簡
が
残
っ
て
い
る
。
山

口
俳
壇
の
刷
物
は
、
山
口
鴻
嶺
（
高
嶺
）に
な
ぞ
ら
え
て
、「
鴻
嶺
下
（
高
嶺
下
）」

と
題
さ
れ
て
い
る
。
現
存
し
て
い
る
の
は
明
和
六
年
か
ら
寛
政
二
年
ま
で
の
十

五
冊
で
、
安
永
七
・
八
年
分
を
除
き
、
同
型
の
横
本
に
統
一
さ
れ
て
い
る
。
安

　
　

�　

享
保
十
五
年
の『
藤
の
首
途
』で
は
周
防
一
名（
如
風
）・長
門
十
五
名（
巵

朝
・
昇
式
ほ
か
）
で
あ
っ
た
も
の
が
、
寛
保
三
年
の
『
花
供
養
』
で
は
周

防
四
十
二
名
・
長
門
三
十
三
名
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
周
防
で
岩
国
・

今
津
・
柳
井
浦
・
山
代
・
三
田
尻
と
範
囲
が
広
が
り
、
長
門
で
赤
間
関
の

昇
式
ら
の
ほ
か
に
萩
・
通
・
仙
崎
と
各
地
の
人
々
が
加
わ
っ
た
た
め
で
あ

る
。
さ
ら
に
、『
花
供
養
』
で
は
石
見
の
浜
田
・
野
井
・
太
田
・
津
和
野

の
各
地
の
人
々
が
新
た
に
加
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
各
地
に
地
盤
が
広

が
っ
た
の
は
廬
元
坊
の
力
だ
け
で
な
く
、
沾
耳
坊
の
『
梅
日
記
』
の
旅
が

大
き
く
作
用
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
周
防
・
長
門
・
石
見
の
各
地
方
は
『
梅

日
記
』
の
旅
で
沾
耳
坊
が
回
っ
た
地
方
で
あ
り
、
交
遊
し
た
顔
ぶ
れ
も
大

た
い
似
通
っ
て
い
る
。

　
　

�　

そ
の
後
、
信
杖
坊
が『
杖
の
は
じ
め
』の
旅
で
周
防（
笑
云
ら
）・長
門（
昇

式
ら
）
の
人
々
と
交
遊
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
周
防
・
長
門
・

石
見
の
美
濃
派
の
地
盤
を
集
大
成
し
た
の
は
安
永
三
年
の
以
哉
坊
の
『
鳳

巾
の
晴
』
の
旅
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
あ
と
を
天
明
二
年
、
百
茶
坊
が
『
桜
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部
家
文
書
中
の
刷
物
に
つ
い
て
は
、
下
垣
内
氏
「
中
国
地
方
に
お
け
る
美
濃
派

の
定
着
」（
注
六
）
に
も
言
及
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
特
に
山
口
俳
壇
に
焦

点
を
絞
っ
て
詳
し
く
取
り
あ
げ
る
こ
と
と
し
た
い
。
以
下
、
ま
ず
は
「
鴻
嶺
下

（
高
嶺
下
）」
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。

　

表
紙
は
安
永
期
ま
で
「
鴻
嶺
下
」、
天
明
期
か
ら
は
「
高
嶺
下
」
と
な
っ
て

お
り
、
安
永
五
年
の
み
「
周
防
」
と
い
う
標
題
で
あ
る
。
内
容
は
、
歳
旦
句
を

中
心
と
し
て
納
会
・
歳
暮
句
や
春
興
句
を
含
む
、
い
わ
ゆ
る
春
帖
で
あ
る
。
安

永
四
年
に
は
『
鳳
巾
の
晴
』
で
山
口
を
訪
れ
た
以
哉
坊
の
句
も
載
せ
ら
れ
て
お

り
、
山
口
俳
壇
と
美
濃
派
宗
匠
の
交
流
も
見
て
取
れ
よ
う
。
安
永
五
年
の「
周
防
」

を
含
む
春
帖
十
六
冊
を
、
年
記
・
標
題
・
書
型
・
刊
記
・
内
容
・
巻
頭
・
巻
軸

の
項
目
ご
と
に
［
表
二
］「
山
口
連
中
春
帖
目
録
」
と
し
て
ま
と
め
た
。
ま
た
、

各
春
帖
の
入
集
者
を
、
資
料
ご
と
に
［
表
三
］「
山
口
連
中
春
帖
入
集
者
」
と

し
て
ま
と
め
た
。
山
口
連
中
以
外
は
、
連
中
名
と
名
前
を
括
弧
内
に
収
め
た
。

な
お
、［
表
二
］・［
表
三
］
の
№
は
対
応
し
て
お
り
、
同
一
№
は
同
一
資
料
を

示
す
。
整
理
番
号
は
、
山
口
県
文
書
館
の
目
録
番
号
に
よ
っ
た
。

　

刊
記
に
は
、
表
記
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
も
の
の
、
明
和
六
年
の
段
階
か
ら
全

て
同
じ
花
洛
寺
町
の
橘
屋
治
兵
衛
の
名
が
示
さ
れ
て
い
る
。
橘
屋
治
兵
衛
は
廬

元
坊
里
紅
編
の
『
桃
の
首
途
』
や
『
藤
の
首
途
』
等
の
美
濃
派
俳
書
を
刷
っ
て

い
る
版
元
で
あ
り
、
百
茶
坊
編
の『
藤
の
首
途
』巻
末
に
も「
橘
屋
治
兵
衛
寿
梓
」

と
あ
る
。
橘
屋
治
兵
衛
と
美
濃
派
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
鹿
島
美
千
代
氏
「
美

濃
派
俳
書
の
版
元
に
つ
い
て
─
橘
屋
治
兵
衛
の
江
戸
出
店
野
田
太
兵
衛
と
江
戸

の
広
井
秀
峨
」（『
図
書
館
情
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
』
第
七
巻
一
号
、
平
成
二
十
一

年
十
月
）
に
、
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　

�

道
統
二
世
支
考
よ
り
美
濃
派
は
京
都
の
俳
書
専
門
書
肆
橘
屋
治
兵
衛
と
提

携
し
、
以
降
江
戸
時
代
を
通
じ
て
膨
大
な
数
の
俳
書
を
出
版
す
る
。
俳
諧

流
派
同
士
の
派
閥
意
識
は
強
く
、
そ
れ
ゆ
え
各
派
に
専
属
の
書
肆
が
付
い

て
出
版
を
担
当
し
て
い
た
。
そ
の
中
で
美
濃
派
の
俳
書
出
版
数
は
群
を
抜

い
て
多
く
、
そ
れ
が
美
濃
派
と
い
う
流
派
の
ひ
と
つ
の
特
徴
で
も
あ
っ

た
。
そ
し
て
美
濃
派
の
出
版
す
る
俳
書
は
ど
れ
も
同
じ
よ
う
な
体
裁
で
あ

る
こ
と
も
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
。
書
型
は
半
紙
本
、
し
か
も
一
冊
本
が
圧

倒
的
に
多
い
。
表
紙
は
黄
土
色
や
薄
浅
葱
の
よ
う
な
大
変
地
味
な
色
で
無

文
様
か
布
目
文
様
、
内
題
（
時
に
は
扉
題
）
に
は
篆
刻
文
字
や
飾
り
文
字

を
用
い
、
丁
数
は
多
く
の
俳
書
で
一
〇
～
三
〇
丁
未
満
の
小
冊
が
多
い
。

絵
入
り
で
あ
っ
て
も
半
丁
程
度
に
止
ま
り
、
色
刷
な
ど
も
施
さ
れ
な
い
。

し
か
し
こ
の
至
っ
て
質
素
で
画
一
的
な
作
成
方
針
に
よ
っ
て
美
濃
派
は
俳

書
作
成
費
を
押
さ
え
、
大
量
に
作
成
・
出
版
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ

る
。
翻
っ
て
こ
の
本
作
成
の
基
本
姿
勢
が
、
美
濃
派
及
び
美
濃
派
と
提
携

し
た
橘
屋
治
兵
衛
の
俳
書
作
成
の
基
礎
と
な
っ
て
い
た
。

　
『
鴻
嶺
下
』
は
横
本
及
び
一
枚
刷
り
と
書
型
は
異
な
る
も
の
の
、
地
味
な
仕

様
と
篆
刻
文
字
・
飾
り
文
字
で
刷
ら
れ
た
標
題
は
美
濃
派
俳
書
の
特
徴
を
有
し

て
い
る
と
言
え
る
。
さ
ら
に
、［
表
三
］
に
よ
る
と
、
明
和
期
に
名
を
載
せ
て

い
る
連
中
の
顔
ぶ
れ
は
、
安
永
期
の
春
帖
や
『
鳳
巾
の
晴
』
に
参
加
し
た
メ
ン

バ
ー
と
さ
ほ
ど
大
き
く
変
わ
っ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
安
永
三
年
『
鳳
巾
の
晴
』

の
旅
以
前
、
さ
ら
に
限
定
す
る
な
ら
ば
、
現
存
す
る
『
鴻
嶺
下
』
の
上
限
で
あ

る
明
和
六
年
の
時
点
で
、
山
口
俳
壇
は
す
で
に
成
立
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
し
か
も
、
中
央
の
俳
書
と
同
じ
美
濃
派
の
提
携
書
肆
に
よ
っ
て
春

帖
を
出
版
し
て
い
た
美
濃
派
俳
壇
で
あ
っ
た
。
美
濃
派
俳
諧
の
統
制
方
法
の
特

徴
（
後
述
）
か
ら
、
本
論
に
お
い
て
は
、
特
に
地
元
の
指
導
者
を
有
し
、
俳
諧

活
動
を
行
っ
た
時
点
を
、
俳
壇
の
形
成
時
期
と
認
め
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

明
和
六
年
の
『
鴻
嶺
下
』
は
、
形
式
が
既
に
定
ま
っ
て
お
り
、
吉
田
連
中（
注
七
）
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と
の
交
流
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
以
前
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
が
あ
っ
て

も
お
か
し
く
は
な
い
。
美
濃
派
の
伝
播
が
、『
花
供
養
』
以
降
、
明
和
六
年
以

前
と
す
る
と
、
延
享
─
明
和
初
期
と
な
る
。『
花
供
養
』よ
り
前
で
は
あ
る
が
、『
鳳

巾
の
晴
』
以
前
に
来
山
し
た
人
物
と
し
て
、
越
中
国
泊
の
沾
耳
坊
が
い
る
。
元

文
三
年
、
沾
耳
坊
は
西
海
を
旅
し
そ
の
紀
行
を
『
梅
日
記
』（注
八
）と
し
て
延
享
二

年
に
刊
行
し
て
い
る
が
、
沾
耳
坊
は
美
濃
派
で
は
な
く
、
山
口
に
定
着
し
な
か
っ

た
淡
々
系
の
人
で
あ
る
た
め
、
こ
の
来
山
が
俳
壇
形
成
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た

と
は
考
え
に
く
い
。
た
だ
、『
梅
日
記
』
に
は
、
山
口
の
人
が
詠
ん
だ
句
も
載

せ
ら
れ
て
お
り
、
中
に
は
『
鳳
巾
の
晴
』
で
故
人
と
し
て
名
録
に
名
を
載
せ
て

い
る
舟
甫
も
い
る
。
こ
の
頃
に
は
相
次
ぐ
中
央
俳
人
の
行
脚
に
よ
り
、
俳
諧
を

嗜
む
人
が
山
口
に
も
増
加
し
て
い
た
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
東
京

大
学
総
合
図
書
館
洒
竹
文
庫
に
蔵
さ
れ
て
い
る
『
俳
諧
書
籍
目
録
』（注
九
）中
の
橘

屋
治
兵
衛
の
出
版
目
録
に
は
、
明
和
四
年
に
山
口
連
中
の
壺
外
が
『
蝉
の
わ
か

れ
』
を
刊
行
し
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
俳
壇
の
成
立
に
関
し
て
、
明

確
な
年
代
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
明
和
期
よ
り
さ
ほ
ど
さ
か
の
ぼ

る
時
期
と
も
考
え
に
く
い
。
明
和
期
を
山
口
俳
壇
の
確
立
期
と
み
て
、
大
き
く

は
誤
ら
な
い
だ
ろ
う
。『
俳
諧
書
籍
目
録
』
に
よ
る
と
、
宝
暦
・
明
和
年
間
以

前
に
周
防
の
編
者
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
俳
書
は
き
わ
め
て
少
な
い（
注
一
〇
）。
山

口
は
、
周
防
に
お
け
る
美
濃
派
俳
壇
と
し
て
は
、
確
立
時
期
も
早
く
、
精
力
的

に
活
動
を
行
っ
た
存
在
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
　

二　

安
永
─
天
明
期
の
山
口
俳
壇

　

前
章
に
お
い
て
、
明
和
期
か
ら
す
で
に
山
口
に
は
美
濃
派
俳
壇
が
存
在
し
て

い
た
こ
と
を
述
べ
た
が
、
安
永
期
に
入
る
と
、
遠
方
ま
で
勢
力
を
広
め
る
と
い

う
明
確
な
意
図
を
持
っ
た
美
濃
派
宗
匠
の
行
脚
に
よ
り
、
さ
ら
に
美
濃
派
が
定

着
す
る
こ
と
と
な
る
。
安
永
三
年
、
以
哉
坊『
鳳
巾
の
晴
』（注
一
一
）の
旅
に
よ
っ
て
、

山
口
俳
壇
と
美
濃
派
宗
匠
の
直
接
的
な
交
流
が
な
さ
れ
た
。
美
濃
派
五
世
（
以

哉
派
）
の
安
田
以
哉
坊
は
、
四
世
五
竹
坊
の
命
を
受
け
、
九
州
ま
で
勢
力
を
伸

ば
す
と
い
う
明
確
な
意
図
の
も
と
、
西
国
行
脚
の
旅
に
出
る
。
そ
の
紀
行
が『
鳳

巾
の
晴
』で
あ
る
。『
鳳
巾
の
晴
』に
お
け
る
防
長
踏
査
は
、
五
月
に
岩
国
に
入
っ

た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
以
哉
坊
は
各
地
を
回
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の
人
々

と
連
句
を
巻
い
て
い
る
。
下
垣
内
氏「
中
国
地
方
に
お
け
る
美
濃
派
の
定
着
」は
、

次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　
　

�

周
防
は
岩
国
か
ら
始
ま
る
。（
中
略
）以
下
、
同
所
武
門
連
、
同
所
市
中
連
・

由
宇
・
柳
井
・
小
松
・
徳
山
・
同
所
西
連
・
下
松
・
同
所
・
富
田
（
名
録

に
戸
田
連
を
含
む
）・
宮
市
・
徳
地
・
山
口
・
同
所
・
矢
田
と
回
っ
た
各

地
で
連
句
（
短
歌
行
・
短
歌
行
一
折
・
六
句
表
・
付
合
な
ど
）
を
興
行
し
、

そ
の
土
地
の
人
々
の
名
録
（
連
句
の
メ
ン
バ
ー
も
含
む
）
を
付
し
て
い
る
。

（
中
略
）
長
門
の
旅
を
終
え
て
、
以
哉
坊
は
再
び
周
防
山
口
に
寄
り
月
を

見
る
。

山
口
連
中
に
と
っ
て
以
哉
坊
の
『
鳳
巾
の
晴
』
の
旅
は
、
も
と
も
と
繋
が
り
の

あ
っ
た
美
濃
派
宗
匠
と
実
際
に
連
句
を
巻
く
こ
と
の
で
き
た
貴
重
な
機
会
で
あ

り
、
美
濃
派
俳
諧
が
定
着
す
る
大
き
な
契
機
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

安
部
家
文
書
刷
物
の
う
ち
、
№
10「
安
永
七
年
春
帖
」・№
11「
安
永
八
年
春
帖
」

に
は
、「
美
濃
文
通
」
と
し
て
、
巻
軸
に
以
哉
坊
の
句
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。「
美

濃
文
通
」
が
あ
る
二
つ
の
春
帖
は
、
他
の
年
と
表
題
・
書
式
が
異
な
り
、
と
も

に
表
題
は
「
周
防
山
口
高
嶺
下
」、
書
式
は
№
10
が
一
枚
刷
竪
紙
、
№
11
が
一

枚
刷
折
紙
で
あ
る
。
行
脚
の
後
も
春
帖
に
文
通
句
が
見
え
る
と
い
う
現
象
は
、

美
濃
派
道
統
と
地
方
俳
壇
と
の
継
続
的
交
流
を
証
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
山
口
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連
中
に
し
て
み
る
と
、
自
分
た
ち
の
春
帖
に
美
濃
派
宗
匠
の
文
通
句
が
載
る
こ

と
は
ス
テ
ー
タ
ス
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
し
、
美
濃
派
宗
匠
に
し
て
み
れ
ば
、

そ
の
俳
壇
が
美
濃
派
で
あ
る
こ
と
を
示
す
一
種
の
広
告
の
よ
う
な
役
割
も
あ
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
安
部
家
に
は
安
永
期
の
美
濃
の
歳
旦
帳（
注
一
二
）

も
伝
わ
っ
て
お
り
、
美
濃
派
宗
匠
と
の
交
流
が
、
一
過
性
・
一
方
的
で
な
く
、

相
互
に
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

山
口
連
中
が
美
濃
派
宗
匠
と
交
流
を
継
続
し
て
活
動
す
る
中
、
以
哉
坊
の
次

に
来
山
し
た
の
は
、
美
濃
派
の
百
茶
坊
巒
古
で
あ
っ
た
。
以
下
、
下
垣
内
氏「
中

国
地
方
に
お
け
る
美
濃
派
の
定
着
」
の
引
用
に
よ
る
『
桜
の
ゆ
る
し
』（
注
一
三
）

の
概
要
で
あ
る
。

　
　

�

天
明
二
年
、
美
濃
の
百
茶
坊
巒
古
が
中
国
九
州
へ
の
旅
に
出
た
。
そ
の
紀

行
が
『
桜
の
ゆ
る
し
』
五
冊
（
架
蔵
）で
あ
る
。
百
茶
坊
は
以
哉
系
で
あ
る
。

（
中
略
）
天
明
二
年
三
月
、
以
哉
坊
の
『
鳳
巾
の
晴
』
の
跡
を
慕
っ
て
旅

に
出
、
人
々
に
送
ら
れ
て
、
京
都
に
入
り
、
大
坂
か
ら
船
に
乗
っ
て
周
防

に
向
か
う
。（
中
略
）
こ
う
し
て
、
岩
国
か
ら
通
津
・
小
松
・
由
宇
・
田

布
施
・
高
森
・
徳
山
・
徳
地
・
戸
田
・
富
海
・
海
北
・
矢
田
・
山
口
と
歩
く
。

名
録
は
百
六
十
三
名
（
高
森
の
名
録
は
後
の
便
に
と
も
ら
す
。）に
の
ぼ
る
。

『
鳳
巾
の
晴
』
の
ゆ
か
り
人
た
ち
、
矢
田
の
里
正
、
山
口
の
壺
外
・
素
文
や
、

徳
山
の
暁
左
園
雪
洞
が
い
る
。
岩
国
に
着
い
た
の
は
四
月
な
か
ば
で
、
山

口
は
六
月
末
で
あ
っ
た
。

　

天
明
期
の
山
口
の
春
帖
の
う
ち
安
部
家
文
書
に
伝
わ
っ
て
い
る
の
は
、
天
明

八
年
・
九
年
の
「
高
嶺
下
」
の
み
で
あ
る
。
書
式
は
安
永
期
と
変
わ
ら
ず
、
表

題
を
「
高
嶺
下
」
と
す
る
。［
表
三
］
に
よ
り
、
連
中
の
顔
ぶ
れ
を
安
永
期
と

比
較
す
る
と
、
壺
外
・
素
文
・
貫
里
・
桃
巴
・
梨
更
以
外
の
連
中
が
大
き
く
入

れ
替
り
、
人
数
も
安
永
期
に
は
十
五
人
程
度
で
あ
っ
た
の
が
、
天
明
九
年
に
は

二
十
四
人
と
増
え
て
い
る
。
文
通
句
は
、
美
濃
派
宗
匠
で
は
な
く
、
南
明
山
・

宮
市
・
華
和
里
・
須
川
・
朝
倉
郷
と
、
周
防
・
長
門
の
地
域
か
ら
届
い
た
も
の

で
あ
り
、
安
永
期
に
は
毎
年
句
を
載
せ
て
い
た
吉
田
連
中
に
代
わ
っ
て
秋
穂
連

中
が
句
を
載
せ
て
い
る
。

　

安
永
・
天
明
期
は
、
美
濃
派
宗
匠
の
精
力
的
な
行
脚
に
よ
り
、
山
口
の
み
な

ら
ず
、
周
防
・
長
門
に
美
濃
派
俳
壇
が
育
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
中
で
、
山
口
俳

壇
は
美
濃
派
宗
匠
や
周
辺
地
域
同
士
の
交
流
を
通
し
て
発
展
し
、
人
数
も
増
加

し
た
。
安
永
・
天
明
期
は
俳
壇
が
確
立
し
た
明
和
期
に
続
く
、
発
展
期
で
あ
っ

た
と
言
え
よ
う
。

　
　
　

三　

山
口
俳
壇
の
中
心
と
な
っ
た
人
々

　

明
和
期
に
確
立
し
、
安
永
・
天
明
期
に
発
展
し
た
山
口
俳
壇
は
、
ど
の
よ
う

な
人
々
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
『
鳳
巾
の
晴
』・『
桜
の
ゆ
る
し
』
の
旅
に
お
い
て
、
山
口
で
巻
か
れ
た
連
句

の
発
句
と
前
書
き
は
、
す
べ
て
「
壺
外
」
と
い
う
人
物
が
書
い
て
い
る
。
小
川

國
治
編
『
街
道
の
日
本
史
43　

長
州
と
萩
街
道
』（
吉
川
弘
文
館
、
平
成
十
三

年
十
二
月
）
に
は
、「
壺
外
」
は
道
場
門
前
の
薬
種
商
で
あ
る
と
書
か
れ
て
い

る
。
№
12
「
安
永
九
年
春
帖
」
の
壺
外
発
句
前
書
き
に
、「
き
の
ふ
も
若
し
け

ふ
も
又
若
し
き
気
質
の
お
ろ
か
に
暮
せ
し
も
、
は
や
こ
と
し
此
春
既
に
半
百
の

齢
に
腰
を
か
ら
れ
て
」
あ
る
こ
と
か
ら
、
壺
外
は
享
保
十
六
年
生
ま
れ
と
わ
か

る
。
ま
た
、
河
野
通
毅
編
『
大
内
村
史
』（
マ
ツ
ノ
書
店
、
昭
和
六
十
三
年
二
月
）

に
は
、
宮
竹
壺
仙
と
い
う
人
物
が
是
什
坊
傘
狂
に
つ
い
て
美
濃
派
俳
諧
に
精
進

し
、
菊
舎
と
吟
友
で
あ
っ
た
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
傘

狂
主
催
の
取
越
法
会
に
菊
舎
と
と
も
に
参
列
し
た
の
は
「
壺
外
」
で
あ
り
、「
壺
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仙
」
と
は
「
壺
外
」
の
誤
り
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
大
内
村
史
』
に
よ
る
と
、

壺
外
の
本
名
は
宮
竹
三
郎
衛
門
で
あ
り
、
川
崎
源
太
郎
編
『
山
口
県
下
豪
商
早

見
便
覧
』（
明
治
十
九
年
六
月
刊
）
に
「
山
口
道
場
門
前
町
六
十
六
番
地　

内

務
省
免
許
薬
舗　

宮
竹
善
之
介
」
の
図
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
宮
竹
家
は
大
き
な

薬
屋
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
壺
外
と
美
濃
派
宗
匠
と
の
関
係
は
、『
鳳
巾

の
晴
』
に
も
見
ら
れ
る（
注
一
四
）。

　
　

�

以
哉
師
、
か
つ
て
筑
紫
経
回
の
折
か
ら
、
予
が
草
庵
へ
も
来
杖
あ
る
べ
し

と
は
、
か
ね
て
そ
の
聞
え
あ
り
な
が
ら
、
け
ふ
や
あ
す
や
と
待
侘
し
も
、

お
よ
そ
九
十
日
ば
か
り
な
ら
ん
。
①
ま
れ
な
と
し
頃
の
文
通
と
て
も
速
や

か
に
届
き
侍
る
に
ぞ
、
返
書
〳
〵
の
教
示
も
、
い
と
親
切
な
る
筆
を
添
え

給
ふ
事
も
、
ひ
と
へ
に
志
願
の
至
れ
る
か
と
そ
ゞ
ろ
う
れ
し
く
て
、
②
か
ゝ

る
あ
や
し
き
屋
ど
り
へ
も
駕
を
迎
へ
て
も
て
な
す
事
、
誠
に
此
日
此
時
の

本
懐
な
る
べ
し
。�

壺
外
（
中
略
）

　
　

�

訪
ひ
と
は
れ
す
る
風
雅
の
因
縁
は
去
年
と
こ
と
し
に
隔
な
く
て
、
水
無
月

ひ
と
日
、
③
山
口
よ
り
壺
外
子
伴
ひ
、
か
の
二
竹
園
に
遊
び
に
け
り
と
は
、

そ
の
因
み
の
は
じ
め
な
ら
ぬ
心
栄
え
よ
り
、
老
た
る
も
若
き
も
他
事
な
き

あ
る
じ
ま
ふ
け
に
、
そ
の
し
た
し
み
の
な
を
浅
か
ら
ね
ば　
　

以
哉
坊

　

傍
線
部
①
か
ら
、
壺
外
は
以
哉
坊
の
来
山
以
前
に
も
、
文
通
に
よ
る
俳
諧
の

添
削
指
導
な
ど
で
教
え
を
受
け
て
い
た
と
わ
か
る
。
傍
線
部
②
か
ら
は
、
壺
外

が
以
哉
坊
の
行
脚
を
心
待
ち
に
し
て
お
り
、
自
宅
へ
招
い
て
も
て
な
し
た
い
と

い
う
歓
迎
の
意
が
読
み
と
れ
る
。
傍
線
部
③
で
は
、
山
口
で
連
句
を
巻
い
た
後
、

矢
田
の
二
竹
園
の
連
句
に
も
参
加
す
る
な
ど
、
壺
外
が
美
濃
派
宗
匠
と
の
交
流

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

寛
政
二
年
に
は
、
壺
外
は
、
京
都
東
山
双
林
寺
で
行
わ
れ
た
美
濃
派
六
世
宗

匠
朝
暮
園
傘
狂
主
催
の
芭
蕉
百
年
忌
の
取
越
法
会
に
、
長
府
の
田
上
菊
舎
と
共

に
参
列
し
て
い
る
。
菊
舎
が
故
郷
長
府
を
発
っ
て
京
に
赴
く
道
中
お
よ
び
法
会

当
日
と
、
そ
の
後
の
俳
諧
を
記
録
し
た
『
首
途
』（
注
一
五
）
に
、
そ
の
様
子

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

�

政
も
寛
な
る
こ
と
し
弥
生
十
日
、
洛
陽
に
お
ゐ
て
（　
　
　

）
故
翁
の
遠

忌
の
大
会
を
営
ま
る
ゝ
と
か
や
。
其
雅
筵
を
志
し
遙
け
き
海
路
を
越
ゆ
る

の
う
へ
、
猶
は
た
長
途
の
旅
寝
を
も
思
ひ
た
て
る
彩
蓼
老
人
、
雅
情
荘
ん

に
、
俳
力
た
ゆ
ま
ざ
る
、
誠
に
う
ら
や
む
べ
き
け
ふ
の
艤
ひ
を
見
送
り
侍

り
て

　
　
　
（
中
略
）

　
　

�

此
下
津
井
に
舟
が
ゝ
り
し
て
、
ひ
と
日
二
日
と
追
い
風
を
待
う
ち
、
最
早

や
よ
ひ
の
二
日
と
な
れ
り
。
指
を
折
ば
、
京
都
の
法
会
も
今
し
ば
ら
く
日

数
せ
ま
り
ぬ
。
舟
を
行
て
間
に
合
べ
き
や
、
陸
路
を
た
た
ど
り
て
間
に
あ

ふ
べ
き
か
、
案
じ
れ
ば
心
な
ら
ず
。
も
し
や
明
日
に
も
風
な
を
り
な
ば
と
、

壺
外
老
雅
は
舟
に
残
ら
れ
、
ひ
と
り
下
津
井
よ
り
舟
上
り
仕
侍
る
。
俄
お

も
ひ
た
ち
故
、
互
い
に
別
離
の
句
な
し
。
爰
よ
り
二
里
リ
ば
か
り
行
。
二

さ
と
三
里
門
並
軒
に
桃
柳
を
葺
、
い
と
賑
や
か
な
る
に
な
ぐ
さ
み
て

壺
外
は
こ
の
年
五
十
九
歳
と
い
う
高
齢
で
あ
り
な
が
ら
、
京
都
ま
で
旅
に
出
る

ほ
ど
熱
心
に
俳
諧
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
下
津
井
で
は
天
候
回
復
を
待
つ
間
、

菊
舎
と
二
人
で
句
を
詠
み
合
っ
て
お
り
、
こ
の
後
菊
舎
は
陸
路
、
壺
外
は
海
路

で
京
都
を
目
指
す
。
法
会
の
前
、
菊
舎
は
師
で
あ
る
傘
狂
の
経
廻
に
同
行
し
、

壺
外
も
共
に
行
動
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　

�

兼
て
の
願
ひ
山
〳
〵
叶
ひ
、
殊
更
宗
師
経
廻
に
付
し
た
が
は
る
ゝ
壺

外
老
雅
の
信
切
を
感
じ
お
く
る
と
て
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つ
と
め
さ
ぞ
な
山
吹
の
朝
藤
の
暮　
　
（
菊
舎
）（
中
略
）

　
　
　
　

近
き
再
会
を
約
し
て
、
菊
舎
風
尼
と
東
西
へ
別
る
ゝ
と
て

　
　

頓
て
落
合
ん
小
鮎
の
別
れ　
　
　
　
　
　
　

壺
外

法
会
が
終
了
し
た
三
月
十
日
、
菊
舎
と
壺
外
は
京
都
で
別
れ
て
い
る
。

　

山
口
俳
壇
に
お
い
て
は
、
壺
外
は
中
央
俳
人
と
の
つ
な
が
り
が
最
も
強
か
っ

た
人
物
で
あ
る
と
言
え
る
。
一
方
、
山
口
俳
壇
で
の
そ
の
立
場
は
、『
鴻
嶺
下
』

か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　

�

爰
に
と
し
〴
〵
千
鍛
窟
の
納
会
に
遊
ぶ
事
は
、
全
く
こ
の
道
の
因
み

浅
か
ら
ざ
る
よ
り
、
掛
け
乞
共
の
か
ま
び
す
し
き
を
遁
れ
ん
と
、
例

の
一
爐
に
召
か
れ
て�

素
文　
　
　
　

　
　

宵
の
間
も
し
ば
ら
く
ぞ
扨
除
夜
の
鐘�
（
№
６
「
安
永
三
年
春
帖
」
歳
暮
）

　
　
　
　

�

四
季
の
雅
会
の
あ
る
が
中
に
も
、
と
り
わ
き
と
し
の
余
波
こ
そ
無
情

に
な
づ
ま
ぬ
遊
び
な
ら
ん
と
、
例
に
彩
蓼
園
の
別
荘
に
案
内
せ
ら
れ

て
庭
の
一
木
を
詠
め
よ
な
ど
、
い
と
に
ほ
や
か
な
る
会
釈
に
ぞ
、
因

み
は
い
よ
〳
〵
厚
か
ら
ん
と
な
り�
素
文　
　
　
　

　
　

そ
れ
咲
て
た
の
し
め
と
あ
る
か
年
の
梅

�

（
№
８
「
安
永
五
年
春
帖
」
未
の
納
会
）

　
　
　
　

�

折
か
ら
の
雪
景
色
に
、
彩
蓼
園
の
別
荘
に
年
の
余
興
を
催
せ
ら
れ
て

�

素
文　
　
　
　

　
　

埋
も
れ
る
物
皆
花
や
と
し
の
雪�

（
№
９
「
安
永
六
年
春
帖
」
納
会
）

　
　
　
　

�

閙
か
し
き
と
し
の
物
際
な
が
ら
、
例
の
彩
蓼
園
の
と
し
忘
れ
に
一
夜

と
あ
る
に
ま
か
せ
て�

素
文　
　
　
　

　
　

に
わ
影
や
と
し
の
遊
び
の
有
り
と
あ
る

�

（
№
11
「
安
永
八
年
春
帖
」
戌
の
納
会
）

傍
線
部
の
「
千
鍛
窟
」「
彩
蓼
園
」
は
壺
外
を
指
し
て
お
り
、
山
口
連
中
の
納

会
・
四
季
の
雅
会
・
年
の
余
興
・
年
忘
れ
と
い
っ
た
句
会
は
、
壺
外
の
別
荘
が

会
場
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
壺
外
の
別
荘
が
、
鴻
嶺
の
麓
に

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
山
口
連
中
の
春
帖
に
「
鴻
嶺
下
（
高
嶺
下
）」
の
標
題
が

付
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。�［
表
二
］に
よ
る
と
、「
鴻
嶺
下
」

に
お
け
る
巻
頭
・
巻
軸
は
、
№
７
「
安
永
三
年
春
帖
」
の
巻
軸
、
№
15
「
天
明

九
年
春
帖
」
の
巻
頭
を
除
く
、
ほ
ぼ
全
て
を
壺
外
が
詠
ん
で
い
る
。

　

中
央
俳
人
と
積
極
的
に
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
、
句
会
が
多
く
壺
外
の

屋
敷
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
春
帖
の
巻
頭
・
巻
軸
の
ほ
ぼ
全
て
を
詠
ん
で
い

る
こ
と
か
ら
、
山
口
俳
壇
に
お
い
て
、
壺
外
は
宗
匠
的
立
場
と
し
て
中
心
に
位

置
し
て
い
た
と
言
え
る
。
さ
ら
に
、『
俳
諧
書
籍
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
壺
外
は
、

明
和
四
年
に
『
蝉
の
わ
か
れ
』
を
、
安
永
三
年
に
は
萩
の
里
川
と
と
も
に
『
頭

陀
名
月
』
を
刊
行
し
て
い
る
。
前
章
で
明
和
期
を
山
口
俳
壇
の
確
立
期
と
位
置

付
け
た
が
、
や
は
り
明
和
期
に
は
壺
外
も
美
濃
派
俳
人
と
し
て
す
で
に
活
動
し

て
お
り
、
山
口
俳
壇
を
率
い
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

　

さ
て
、『
鳳
巾
の
晴
』
で
、
壺
外
・
以
哉
に
続
い
て
句
を
載
せ
て
い
る
の
が

「
素
文
」
で
あ
る
。『
鴻
嶺
下
』
で
は
、
聖
節
・
納
会
の
発
句
・
前
書
き
を
多
く

書
い
て
い
る
。『
鳳
巾
の
晴
』
経
廻
之
部
巻
之
五
所
収
の
以
哉
坊
前
書
き
に
は
、

次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

�

④
安
部
何
が
し
素
文
子
の
窟
号
を
与
へ
る
に
、
取
あ
え
ず
其
意
窟
な
る
べ

し
。
さ
ぞ
我
家
の
俳
諧
に
は
言
葉
を
伝
え
ず
し
て
其
意
を
伝
ふ
と
の
教
え

あ
る
よ
り
、
⑤
よ
の
つ
ね
老
後
の
風
雅
を
養
ん
と
な
ら
ば
苔
の
む
す
ま
で
、

な
を
此
窟
の
万
世
不
朽
も
む
べ
な
ら
ん
か
し
。

傍
線
部
④
よ
り
、
以
哉
坊
が
素
文
に
「
其
意
窟
」
の
号
を
与
え
た
こ
と
が
わ
か

る
。
そ
の
た
め
、
安
永
三
年
の
『
鴻
嶺
下
』
ま
で
は
「
一
歩
亭
素
文
」
の
表
記

で
あ
っ
た
も
の
が
、
安
永
四
年
か
ら
は「
其
意
窟
素
文
」と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
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『
鴻
嶺
下
（
高
嶺
下
）』
に
は
明
確
に
年
齢
を
示
す
記
述
が
な
い
も
の
の
、
傍
線

部
⑤
で
以
哉
坊
が
素
文
に
あ
て
て
「
よ
の
つ
ね
老
後
の
風
雅
を
養
ん
と
」
と
述

べ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
壺
外
よ
り
は
若
い
も
の
の
、
そ
れ
ほ
ど
若
年
で
な
い

と
推
測
さ
れ
る
。『
街
道
の
日
本
史
43　

長
州
と
萩
街
道
』
に
よ
る
と
、
素
文

は
安
部
四
郎
衛
門
（
俊
英
）
で
あ
る
。
安
永
四
年
刊
『
鴻
嶺
下
』
所
収
の
素
文

発
句
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
　
　

�

こ
と
し
よ
り
予
が
其
意
窟
に
年
忘
れ
の
催
し
を
、
と
彩
蓼
園
子
の
さ

し
づ
よ
り
、
年
の
際
の
物
さ
な
が
ら
屏
風
に
あ
た
り
粉
ら
か
し
て

�

素
文　
　
　
　

　
　

掛
乞
に
留
守
を
つ
か
ふ
て
遊
ば
ふ
歟

�
（
№
７
「
安
永
四
年
春
帖
」
午
の
納
会
）

壺
外
の
指
示
に
よ
っ
て
、
素
文
宅
で
も
句
会
を
開
く
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
示

す
内
容
で
あ
る
。
壺
外
・
素
文
は
、
他
の
連
中
の
句
会
に
参
加
す
る
際
も
常
に

二
人
揃
っ
て
い
る
。
ま
た
、
№
15
「
天
明
九
年
春
帖
」
で
は
、
毎
年
巻
頭
に
句

を
載
せ
て
い
た
壺
外
に
代
わ
っ
て
素
文
が
句
を
載
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
素

文
は
壺
外
に
次
ぐ
山
口
俳
壇
の
中
心
的
人
物
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　

山
口
俳
壇
に
お
い
て
、
宗
匠
的
立
場
で
俳
壇
の
中
心
に
い
た
の
は
壺
外
、
そ

れ
に
次
ぐ
の
が
安
部
家
の
素
文
で
あ
っ
た
。
壺
外
に
つ
い
て
は
、
周
防
徳
山
の

如
風
子
も
薬
種
商
を
営
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
（『
鳳
巾
の
晴
』）、
俳
人
と
薬
種

商
の
職
業
的
関
係
性
や
薬
種
商
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
存
在
し
て
い
た
と
も

考
え
ら
れ
る
。
安
部
家
当
主
で
あ
っ
た
素
文
が
俳
壇
の
中
心
と
な
っ
た
こ
と
に

は
二
つ
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
美
濃
派
の
統
制
方
法
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。
美
濃
派
俳
諧
で
は
、
道
統
が
直
接
地
方
を
も
治
め
る
の
で
は
な
く
、
そ

の
地
の
有
力
者
を
指
導
者
と
し
て
育
て
、
地
元
の
俳
壇
を
任
せ
て
い
た
。
つ
ま

り
、
土
地
の
有
力
者
が
誰
で
あ
っ
た
か
に
よ
っ
て
俳
壇
の
構
成
員
は
大
き
く
異

な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
防
長
両
国
に
お
い
て
は
、
城
下
町
で
あ
る
岩
国

や
萩
で
は
武
門
連
中
が
栄
え
、
商
家
が
連
な
る
山
口
で
は
、
道
場
門
前
で
薬
種

商
を
営
ん
で
い
た
宮
竹
家
、
大
き
な
商
家
と
し
て
栄
え
て
い
た
安
部
家
が
俳
壇

の
中
心
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
安
部
家
の
文
芸
に
対
す
る
造
詣

の
深
さ
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
安
部
家
文
書
に
は
、
寛
文
か
ら
明
治
に
か
け
て

の
連
歌
資
料
が
多
く
残
っ
て
お
り（
注
一
六
）、
寛
文
四
年
「
豊
か
な
る
」
に
名
が
見

ら
れ
る
安
部
宗
也
を
は
じ
め
と
し
て
、
江
戸
時
代
前
期
ま
で
の
安
部
家
当
主

は
、
連
歌
に
熱
心
で
あ
っ
た
。
特
に
、
元
禄
年
間
に
活
躍
し
た
安
部
宗
英
が
興

行
し
た
連
歌
資
料
が
最
も
多
い
。
宗
英
は
素
文
の
二
代
前
の
当
主
で
、
安
部
家

文
書
に
は
宗
英
が
興
行
し
た
貞
享
・
元
禄
・
正
徳
・
享
保
期
の
連
歌
懐
紙
が

現
存
し
て
お
り
、
連
歌
に
特
に
積
極
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
ま

た
、
安
部
家
文
書
に
は
、
宗
英
の
死
去
に
際
し
多
く
の
知
人
か
ら
送
ら
れ
た
追

悼
の
書
簡
が
残
っ
て
お
り
、
そ
の
交
遊
の
広
さ
も
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
連
歌
に
関
す
る
資
料
が
残
っ
て
い
る
の
は
宗
英
の
時
代
ま

で
で
、
そ
れ
以
降
し
ば
ら
く
連
歌
資
料
は
見
ら
れ
ず
、
明
治
期
の
宗
敬
の
時
代

に
至
っ
て
、
連
歌
が
再
興
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
連
歌
資
料
の
空
白
期
間
と
な
る

明
和
か
ら
文
化
・
文
政
期
に
存
在
す
る
の
が
、『
鴻
嶺
下
（
高
嶺
下
）』
等
の
美

濃
派
俳
諧
の
刷
物
や
、
俳
諧
発
句
を
含
む
素
文
宛
書
簡
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
安
部
家
は
も
と
も
と
文
芸
に
高
い
関
心
を
寄
せ
て
い
る
家
柄
で
、
そ
の
対

象
が
宗
英
の
代
ま
で
は
連
歌
で
あ
り
、
俊
英
（
素
文
）
の
代
は
俳
諧
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
熱
心
な
文
芸
活
動
に
変
わ
り
は
な
く
と
も
、
時

代
の
流
行
に
合
わ
せ
て
対
象
も
変
化
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
美
濃
派
が

地
方
の
有
力
者
を
育
て
よ
う
と
普
及
に
励
ん
で
い
た
こ
と
、
山
口
と
い
う
土
地

の
有
力
者
が
、
文
芸
に
関
心
の
あ
る
商
家
で
あ
っ
た
こ
と
、
こ
の
二
つ
の
要
因

が
重
な
り
合
い
、
素
文
が
壺
外
と
共
に
山
口
俳
壇
を
率
い
る
こ
と
と
な
っ
た
と
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考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　

四　

周
辺
で
俳
壇
を
担
っ
た
人
々

　

壺
外
・
素
文
を
中
心
と
す
る
山
口
俳
壇
の
周
辺
に
は
、
俳
壇
を
担
う
多
く
の

人
々
が
い
た
。『
鳳
巾
の
晴
』『
桜
の
ゆ
る
し
』
に
も
そ
の
名
の
見
え
る
貫
里
は
、

明
和
七
年
の
『
鴻
嶺
下
』
以
降
、
毎
年
の
春
帖
に
名
前
が
載
っ
て
い
る
。
そ
の

際
、「
流
月
亭
貫
里
」
も
し
く
は
「
流
月
館
貫
里
」
と
表
記
さ
れ
、
№
14
「
天

明
八
年
春
帖
」
で
は
「
在
東
武
貫
里
」
と
表
記
が
あ
る
。
壺
外
・
素
文
の
よ
う

に
発
句
と
前
書
き
を
書
い
て
い
る
こ
と
も
多
く
、
山
口
俳
壇
に
お
い
て
、
比
較

的
中
心
に
い
た
人
物
で
あ
ろ
う
。
№
11
に
は
、
貫
里
の
職
業
が
わ
か
る
発
句
前

書
き
が
あ
る
。

　
　
　
　

�

養
家
の
父
、
予
に
年
来
慈
愛
の
心
栄
え
と
い
ひ
、
去
年
よ
り
⑥
武
門

に
禄
を
ゆ
づ
ら
れ
、
共
に
目
出
た
き
と
し
を
迎
え
、
朝
に
嘉
例
の
祝

ひ
事
調
え
侍
る
と
て�
流
月
亭　
　
　
　

　
　

居
双
ん
暁
し
月
の
猶
く
れ
し�

（
№
11
「
安
永
八
年
春
帖
」
聖
節
）

傍
線
部
⑥
の
「
武
門
」「
禄
」
と
い
う
言
葉
か
ら
、
貫
里
が
武
家
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。「
在
東
武
」
と
の
肩
書
は
、
貫
里
が
参
勤
交
代
で
江
戸
に
出
向

く
こ
と
も
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

当
然
な
が
ら
在
府
中
の
雅
遊
も
想
像
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
貫
里
は
決
し

て
壺
外
・
素
文
を
通
じ
て
し
か
中
央
俳
人
と
関
係
を
持
て
な
か
っ
た
わ
け
で
は

な
い
。
ま
た
、
寛
政
二
年
か
ら
は
山
口
連
中
と
し
て
で
は
な
く
、
在
東
武
連
中

と
し
て
句
を
載
せ
て
い
る
。
在
東
武
連
中
に
は
、
№
15
「
天
明
九
年
春
帖
」
に

初
め
て
名
前
が
載
っ
た
、
右
琴
・
里
蝶
・
其
硫
が
い
る
。
安
永
─
天
明
と
俳
壇

が
拡
大
し
、
在
東
武
の
人
数
も
増
え
た
こ
と
で
、
江
戸
に
新
た
に
山
口
連
中
を

形
成
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
安
部
家
文
書
の
中
に
『
温
泉
元
之
遊
』（注
一
七
）
と
い
う
資
料
が
あ
る
。

明
和
七
年
成
立
の
稿
本
で
、
書
型
は
半
紙
本
、
共
紙
表
紙
、
墨
付
四
丁
。
冒
頭

に
は
壺
外
が
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　
　
　
　

�

折
か
ら
更
の
う
ら
ゝ
か
さ
む
な
し
く
、
内
居
に
暮
さ
ん
よ
り
は
と
、

一
歩
・
貫
里
の
同
士
を
誘
ひ
、
温
泉
け
さ
へ
と

　
　

連
だ
ゝ
ん
長
閑
さ
に
つ
い
そ
こ
ら
ま
で　
　
　
　

壺
外

壺
外
・
素
文
・
貫
里
は
連
れ
だ
っ
て
温
泉
へ
出
向
い
た
。
句
中
の
「
つ
い
そ
こ

ら
ま
で
」
と
い
う
語
句
や
、
引
用
外
の
文
中
に
「
姫
山
」
と
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

三
人
が
遊
ん
だ
温
泉
は
湯
田
温
泉
で
あ
ろ
う
。
壺
外
と
貫
里
に
は
か
ね
て
か
ら

個
人
的
な
付
き
合
い
が
あ
り
、
そ
の
交
流
を
核
と
し
て
山
口
俳
壇
が
形
成
さ
れ

た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

そ
の
他
に
明
和
か
ら
安
永
期
の
『
鴻
嶺
下
』
に
名
が
載
っ
て
い
る
の
は
、
独

笑
・
一
葉
・
大
車
・
如
舟
・
左
琴
・
琴
露
・
梅
之
・
蘭
雨
・
可
丁
・
其
流
・
素

明
・
左
丈
・
如
風
・
儲
州
・
花
放
・
梨
（
利
）
更
・
之
流
・
桂
兎
・
猶
抄
・
一

芳
・
藤
巴
・
燕
糸
・
市
芳
・
藤
巴
・
梨
悠
・
巒
台
・
其
由
・
可
朝
・
馿
経
で
あ
る
。

天
明
期
に
な
る
と
、
其
宥
・
緩
固
・
瓠
風
・
素
遊
・
暁
□
・
蟠
路
・
蘭
葩
・
無

苟
・
度
江
・
如
靄
・
壺
献
・
冲
羽
・
素
風
・
右
琴
・
東
水
・
志
逸
・
辦
二
・
千
里
・

里
蝶
・
蟠
路
・
花
蜜
が
加
わ
り
、
連
中
の
顔
ぶ
れ
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

�

ま
れ
に
ひ
と
り
の
愛
子
を
も
ふ
け
て
、
月
に
日
に
起
立
の
等
閑
な
ら

ざ
れ
ば�

流
月
亭　
　
　
　

　
　

た
の
し
さ
や
膝
の
う
へ
か
ら
笑
ひ
初　
　
　
　

貫
里

　
　

汲
た
て
の
こ
ゝ
ろ
清
き
や
初
手
水　
　
　
　

女
左
錦

�

（
№
８
「
安
永
五
年
春
帖
」
聖
節
）

　
　
　
　

�

つ
よ
か
ら
ず
弱
か
ら
ず
、
い
さ
ゝ
か
お
か
し
き
物
に
働
き
あ
る
俳
諧
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に
究
竟
の
名
を
祝
し
て�

流
月
亭　
　
　
　

　
　

た
は
ら
子
や
理
屈
な
ひ
水
の
な
ふ
て
よ
し　
　

貫
里

　
　

是
か
ら
は
こ
ゝ
ろ
も
花
の
初
げ
し
き　
　
　

女
左
錦

�

（
№
10
「
安
永
七
年
春
帖
」
納
会
）

『
鴻
嶺
下
（
高
嶺
下
）』
に
ほ
ぼ
毎
年
句
を
載
せ
て
い
る
左
琴
は
女
性
で
、
右
の

よ
う
に
貫
里
と
句
を
並
べ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
夫
婦
関
係
も
推
測
さ
れ
る
が
、

明
確
な
資
料
は
残
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、『
大
内
村
史
』
に
は
、
天
明
八
年
以

降
の
春
帖
に
名
が
載
っ
て
い
る
蘭
葩
に
関
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　

�

蘭
葩
は
父
の
代
か
ら
山
口
道
場
門
前
の
年
寄
役
所
勤
で
、
初
め
常
吉
、
後

是
兵
衛
又
孝
兵
衛
と
い
っ
た
。
ま
た
是
伯
と
も
い
っ
た
ら
し
い
。
俳
諧
を

好
み
点
者
を
つ
と
め
た
こ
と
も
あ
る
。
曇
華
坊
と
い
う
俳
号
も
あ
っ
た
。

そ
の
墓
は
山
口
の
本
国
寺
に
あ
る
。
若
い
時
宮
竹
壺
仙
に
師
事
し（
注
一
八
）、

そ
の
子
の
玄
樹
は
問
田
の
益
田
尹
之
進
の
家
臣
岡
田
慶
庵
の
養
子
に
な
っ

た
。
紹
巴
自
筆
の
天
文
廿
年
九
月
廿
二
日
の
三
好
長
慶
興
行
の
連
歌
を
多

賀
神
社
に
奉
納
し
た
の
が
蘭
葩
で
あ
る
。

　

そ
の
他
、
山
口
連
中
で
は
な
い
も
の
の
、
山
口
俳
壇
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た

人
物
が
、
矢
田（
注
一
九
）の
里
正
で
あ
る
。
安
部
家
文
書
所
蔵
の
天
明
三
年
矢
田
の

春
帖（
注
二
〇
）に
は
、「
歳
旦
賀
初
老
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
里
正
は
寛
保
四
年
生

ま
れ
と
わ
か
る
。『
大
内
村
史
』
に
よ
る
と
、
里
正
は
、
文
政
元
年
五
月
廿
二

日
に
辞
世
の
「
着
て
行
は
卯
の
花
こ
ろ
も
西
の
旅
」
の
句
を
残
し
て
、
七
十
六

歳
で
他
界
し
た
と
い
う
。

　
　

�

文
化
九
年
に
「
松
の
春
」
と
い
う
小
冊
子
が
で
き
て
い
た
。
そ
れ
は
二
竹

園
里
正
の
古
希
祝
賀
の
句
集
で
あ
る
。
二
竹
園
里
正
は
前
述
の
「
世
之

花
」
に
も
出
て
い
る
矢
田
の
俳
人
宗
匠
で
あ
っ
た
。
若
年
の
頃
か
ら
萩
の

古
萩
園
と
も
交
流
が
深
か
っ
た
。
古
萩
園
里
川
は
古
萩
園
初
世
で
美
濃
の

田
中
五
竹
坊
に
学
ん
だ
が
、
里
正
も
安
永
三
年
春
美
濃
に
遊
び
五
竹
坊
の

門
に
学
び
、「
な
お
学
べ
柳
の
鞭
の
弱
く
と
も
」
の
句
を
も
ら
っ
た
の
で

名
誉
の
こ
と
と
せ
ら
れ
た
。
帰
郷
後
は
矢
田
地
方
の
俳
壇
の
中
心
人
物
で

あ
っ
た
。（
中
略
）
そ
の
子
に
白
雀
園
里
声
、
里
三
の
二
人
あ
っ
て
共
に

父
の
志
を
つ
い
で
俳
諧
の
道
に
つ
く
し
た
。

　
『
鴻
嶺
下
』
で
は
「
二
竹
園
里
正
」
と
表
記
さ
れ
、
安
永
四
年
か
ら
安
永
八

年
に
句
を
載
せ
て
い
る
。

　

安
永
五
年
春
帖
の
里
正
前
書
き
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
　
　

�

こ
と
し
此
暮
、
金
沢
の
氏
を
督
よ
と
父
の
命
お
ご
そ
か
に
し
て
、
古

来
相
伝
の
⑦
田
畠
及
尤
鋤
鍬
の
物
の
具
ま
で
、
恙
く
其
外
慈
愛
に
あ

ま
れ
る
家
続
な
る
べ
し
。
さ
は
年
の
調
度
さ
へ
彼
是
と
晴
が
ま
し
く

お
ぼ
え
ら
れ
て�

二
竹
園　
　
　
　

　
　

譲
ら
れ
た
世
話
の
外
に
も
と
し
用
意　
　
　
　
　

里
正

�

（
№
８
「
安
永
五
年
春
帖
」）

傍
線
部
⑦
に
「
田
畠
」「
鋤
鍬
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
里
正
の
家
業
は
代
々
農

業
を
営
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
俳
諧
を
嗜
む
余
裕
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

豪
農
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、『
鳳
巾
の
晴
』
に
も
、
里
正
の
名
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　

旧
里
帰
郷

　
　
　
　

�

師
坊
も
と
よ
り
の
多
病
い
ぶ
か
し
く
、
⑧
長
途
の
老
情
を
い
た
は
ら

ん
と
、
し
ら
ぬ
つ
づ
く
し
の
海
山
と
供
し
侍
る
が
、
け
ふ
や
恙
な
く

我
周
防
の
茅
屋
へ
伴
ひ
帰
り
て

　
　

我
が
炉
へ
も
老
を
な
を
し
て
落
つ
き
ぬ　
　
　
　
　
矢
田

里
正

　
　
　

互
別

　
　
　
　

�

仮
初
な
が
ら
百
有
余
里
の
旅
寐
を
同
ふ
し
て
、
木
の
糸
の
蒲
団
に
寐
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は
く
れ
飩
子
の
夜
着
に
起
わ
す
れ
つ
ゝ
め
ぐ
り
〳
〵
て
、
⑨
防
の
矢

田
な
る
二
竹
亭
に
帰
り
来
る
日
は
霜
月
も
は
じ
め
の
八
日
也
け
り
。

い
ぶ
せ
き
山
路
の
労
を
も
悟
り
合
ひ
、
お
そ
ろ
し
き
舟
路
も
た
は
れ

島
の
た
は
れ
言
に
い
ひ
な
ぐ
さ
み
て
、
ひ
と
日
ふ
た
日
は
長
途
の
足

を
休
め
侍
る
が
、
互
に
帰
房
の
日
程
を
急
ぎ
て
、
わ
り
な
く
も
東
西

へ
立
別
れ
行
に
ぞ

　
　
　
　

別
れ
路
や
ち
か
ら
に
つ
か
む
草
も
な
し　
　
　
　
石
見
太
田

魚
坊

　
　
　
　

�

是
ま
で
百
余
日
な
ら
ん
旅
の
ち
か
ら
に
も
と
、
⑩
魚
子
は
朝
夕
紀
行

の
筆
を
た
す
け
、
里
子
は
馬
か
り
宿
と
り
の
働
き
に
、
我
は
何
の
世

話
な
き
ぬ
き
れ
て
の
行
脚
坊
と
な
り
つ
く
。
霜
月
八
日
頭
な
ら
ん
、

周
防
山
口
な
る
矢
田
の
二
竹
亭
に
つ
ゝ
が
な
く
め
ぐ
り
た
る
。
ひ
と

日
二
日
の
労
れ
を
養
け
て
、
け
ふ
や
石
防
州
別
れ
と
な
る
も
余
波
を

し
け
れ
ど
、
逢
ふ
日
あ
れ
ば
別
る
ゝ
日
あ
る
の
な
ら
ひ
、
と
□
に

こ
ゝ
ろ
づ
よ
く
、
遠
か
ら
ぬ
再
会
を
約
し
て
あ
と
は
何
い
ふ
言
の
葉

も
な
し

　
　

三
と
こ
ろ
へ
別
け
て
は
な
ら
ず
六
つ
の
花　
　
　
　

以
哉
坊

傍
線
部
⑧
か
ら
、
里
正
は
以
哉
坊
の
行
脚
に
同
行
し
、
山
口
へ
の
出
迎
え
に
始

ま
っ
て
、
各
地
の
連
句
に
参
加
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
傍
線
部
⑨
の
通
り
、

九
州
を
巡
っ
て
矢
田
に
帰
っ
て
来
た
の
が
「
霜
月
も
は
じ
め
の
八
日
」
で
あ
っ

た
。
以
哉
坊
・
里
正
と
旅
を
共
に
し
た
の
は
石
見
大
田
の
魚
坊
で
、
傍
線
部
⑩

に
「
魚
子
は
朝
夕
紀
行
の
筆
を
た
す
け
」
と
あ
る
よ
う
に
、
以
哉
坊
の
執
筆
活

動
を
手
助
け
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
一
方
里
正
は
、「
里
子
は
馬
か
り
宿
と

り
の
働
き
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
俳
諧
の
能
力
を
買
わ
れ
て
と
い
う
よ
り
は
、

資
金
的
な
援
助
、
行
脚
に
お
け
る
ホ
ス
ト
的
役
割
を
期
待
さ
れ
て
の
同
行
で

あ
っ
た
と
言
え
る
。
里
正
は
『
桜
の
ゆ
る
し
』
の
旅
で
も
、
百
茶
坊
に
同
行
し

て
い
た
。
ま
た
、
里
正
が
『
鴻
嶺
下
（
高
嶺
下
）』
に
句
を
載
せ
て
い
る
だ
け

で
な
く
、
矢
田
の
春
帖
に
も
壺
外
・
素
文
の
句
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
近
隣
の

連
中
間
の
交
流
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
よ
う
な
交
流
が
、

相
乗
的
な
俳
壇
の
発
展
を
促
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

山
口
俳
壇
の
中
心
は
薬
種
商
の
壺
外
、
商
家
の
素
文
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の

周
辺
で
は
商
家
だ
け
で
は
な
く
、
武
家
や
豪
農
、
僧
な
ど
、
多
様
な
階
層
の

人
々
が
俳
壇
を
担
っ
て
い
た
。
同
職
種
に
留
ま
ら
な
い
階
層
の
厚
み
が
、
山
口

俳
壇
の
豊
か
さ
に
繋
が
っ
た
と
言
え
よ
う
。
な
お
、
文
政
三
年
か
ら
四
年
に
か

け
て
美
濃
派
道
統
九
世
友
左
坊
が
西
国
行
脚
し
た
際
の
『
老
の
旅
』
で
は
、
壺

外
は
既
に
故
人
と
な
っ
て
お
り
、
壺
外
の
後
継
者
と
思
わ
れ
る
壺
仙
や
、
里
正

の
子
息
で
あ
る
里
声
の
名
も
見
ら
れ
、
次
の
世
代
へ
の
移
り
変
わ
っ
て
い
く
様

を
伺
う
こ
と
が
で
き
る（
注
二
一
）。

　
　
　

五　

お
わ
り
に

　

地
方
に
お
け
る
俳
諧
は
、
中
央
、
地
方
、
ど
ち
ら
か
一
方
の
み
の
働
き
か
け

で
は
成
立
し
な
い
。
地
方
へ
勢
力
を
伸
ば
そ
う
と
す
る
中
央
の
活
動
と
、
中
央

の
俳
諧
を
学
び
た
い
と
願
う
地
方
の
受
け
皿
が
合
致
し
た
時
、
そ
の
俳
諧
が
定

着
す
る
。
山
口
俳
壇
に
お
い
て
は
、
近
世
後
期
に
伝
播
し
た
美
濃
派
俳
諧
、
道

場
門
前
に
栄
え
て
い
た
安
部
家
の
熱
心
な
文
芸
活
動
と
、
宮
竹
壺
外
の
存
在
が

重
な
り
合
い
、
確
立
・
発
展
を
遂
げ
た
。
壺
外
と
素
文
が
築
い
た
山
口
俳
壇
は
、

一
定
の
階
層
に
限
定
さ
れ
な
い
連
中
の
面
々
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
、
非
常
に
豊

か
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
で
安
部
家
の
文
芸
活
動
を
考
え
た
と
き
に
、
果
た
し
て
文
芸
そ
の
も
の

が
独
立
し
て
発
展
し
得
た
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
俊
英
（
素
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文
）
の
二
代
前
の
当
主
、
宗
英
に
関
す
る
連
歌
資
料
が
安
部
家
文
書
に
残
っ
て

い
る
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
そ
の
中
に
は
幕
府
お
抱
え
の
連
歌
師
で
あ
っ
た
里

村
家
の
名
が
あ
る
資
料
も
あ
る
。
そ
れ
は
元
禄
三
年
七
月
二
十
七
日
に
宗
英
が

里
村
昌
陸
・
昌
億
・
昌
純
ら
を
自
邸
に
招
い
て
興
行
し
た
連
歌
会
の
懐
紙
「
賦

唐
何
連
歌
」（注
二
二
）で
、
安
部
家
が
当
時
の
一
流
連
歌
師
と
交
流
を
持
っ
て
い
た

こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
山
口
の
豪
富
と
は
言
え
、
地
方
の
一
商
家
で
あ
り

な
が
ら
、
連
歌
・
俳
諧
、
ど
ち
ら
の
分
野
に
お
い
て
も
中
央
の
文
化
人
と
の
交

流
を
可
能
と
し
た
の
は
、
文
芸
と
は
別
に
中
央
と
の
繋
が
り
を
持
っ
て
い
た
た

め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
番
高
い
可
能
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
商
売

を
通
じ
た
関
係
で
あ
る
。
安
部
家
は
、
十
八
世
紀
前
半
に
木
綿
取
引
を
経
営
の

柱
と
し
て
急
速
に
成
長
し
た
と
い
う（
注
二
三
）。
こ
の
木
綿
取
引
は
、
加
工
し
た
木

綿
を
大
坂
木
綿
問
屋
に
卸
す
も
の
で
、
大
坂
市
場
で
の
地
位
を
占
め
る
成
功
を

収
め
た
。
安
部
家
の
発
展
は
、
中
央
市
場
と
の
結
び
つ
き
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

た
と
言
え
よ
う
。
十
八
世
紀
前
半
は
、
安
部
家
の
文
芸
活
動
で
言
え
ば
、
連
歌

を
好
ん
で
い
た
宗
英
の
時
代
か
ら
、
次
の
宗
樹
、
俳
諧
に
熱
心
で
あ
っ
た
俊

英
（
素
文
）
へ
と
世
代
が
移
り
変
わ
っ
た
頃
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
商
売
の
中

で
、
有
力
な
俳
人
を
通
じ
て
一
流
文
化
人
と
の
繋
が
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
そ
の
逆
に
、
文
芸
活
動
に
よ
っ
て
手
に
入
れ
た
人
脈

か
ら
、
商
売
の
拡
充
を
図
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
安
部
家
の
文
芸

が
い
か
な
る
形
で
成
り
立
っ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
、
近
世
に
お
い
て
安

部
家
が
果
た
し
た
文
芸
的
役
割
を
さ
ら
に
解
明
す
る
こ
と
が
次
な
る
課
題
で
あ

る
。
壺
外
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
通
り
、
薬
種
商
と
俳
諧
活
動
の
関
連
性
を
考

え
る
余
地
が
あ
り
、
安
部
家
の
例
と
共
に
、
俳
諧
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
す
る

ア
プ
ロ
ー
チ
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
何
れ
に
し
ろ
、
中
央
か
ら
遠
く
離
れ
た

山
口
の
地
で
豊
か
な
活
動
を
行
っ
て
い
た
安
部
家
の
文
芸
は
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
注
目
さ
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

（
注
一
）
周
防
・
長
門
へ
の
入
集
数
は
、
下
垣
内
和
人
『
近
世
中
国
俳
壇
史
─

研
究
と
資
料
─
』（
和
泉
書
院
、
平
成
三
年
六
月
）
に
よ
る
。

（
注
二
）
こ
こ
で
の
山
口
は
、
近
世
の
山
口
町
（
江
戸
期
～
明
治
二
十
二
年
の

町
名
。
吉
敷
郡
の
う
ち
。
萩
藩
領
）
を
指
す
。

（
注
三
）『
藤
の
首
途
』
は
、
俳
諧
紀
行
。
半
紙
判
三
冊
。
廬
元
坊
編
。
享
保

十
六
年
、
京
都
橘
屋
治
兵
衛
刊
。
富
山
県
連
句
協
会
『
美
濃
派
・
短
歌
行

　

俳
諧
紀
行
『
桃
の
首
途
』『
藤
の
首
途
』』（
桂
書
房
、
平
成
十
一
年
十
月
）

の
翻
刻
を
参
照
し
た
。

（
注
四
）富
山
県
連
句
協
会
『
美
濃
派
・
短
歌
行　

俳
諧
紀
行
『
桃
の
首
途
』『
藤

の
首
途
』』
に
よ
る
。

（
注
五
）『
花
供
養
』
は
、
廬
元
坊
編
の
俳
諧
追
善
集
。
半
紙
本
九
冊
。
京
都

橘
屋
治
兵
衛
刊
。
寛
保
三
年
三
月
跋
。

（
注
六
）（
注
一
）
前
掲
書
所
収
。

（
注
七
）
こ
こ
で
の
吉
田
は
、
近
世
の
吉
田
村
、
萩
藩
領
吉
敷
郡
の
う
ち
を
指

す
。

（
注
八
）『
梅
日
記
』
は
、
俳
諧
撰
集
。
半
紙
本
一
冊
。
沾
耳
（
洗
耳
）
編
。

延
享
二
年
九
月
、
京
都
橘
屋
藤
八
刊
。
柿
衞
文
庫
所
蔵
本
を
参
照
し
た
。

（
注
九
）
鹿
島
美
千
代
「
橘
屋
治
兵
衛
の
出
版
目
録
に
つ
い
て
─
付
『
俳
諧
書

籍
目
録
』（
東
京
大
学
総
合
図
書
館
洒
竹
文
庫
蔵
）
翻
刻
」
の
翻
刻
を
参

照
し
た
。

（
注
一
〇
）
宝
暦
・
明
和
年
間
に
橘
屋
治
兵
衛
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
、
周
防
・
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長
門
住
作
者
編
の
俳
書
を
以
下
に
示
す
（
本
文
で
取
り
上
げ
た
『
蝉
の
わ

か
れ
』
は
除
く
）。

　
　
　
『
う
し
ろ
紐
』（
防
州
、
礎
洞
編
、
明
和
年
間
刊
）

　
　
　
『
ひ
と
時
雨
』（
長
州
、
露
斗
編
、
宝
暦
年
間
刊
）

（
注
一
一
）『
鳳
巾
の
晴
』
は
、
俳
諧
紀
行
・
撰
集
。
半
紙
本
十
冊
。
以
哉
坊
編
。

京
都
橘
屋
治
兵
衛
刊
。
安
永
三
年
二
月
、
五
竹
坊
序
。
巻
之
一
～
四
は
岐

阜
県
立
図
書
館
本
、
巻
之
五
～
六
は
天
理
図
書
館
綿
屋
文
庫
本
、
巻
之
七

～
十
は
国
立
国
会
図
書
館
本
を
参
照
し
た
。

（
注
一
二
）『
美
濃
』（
安
部
家
一
一
九
六
）。

（
注
一
三
）『
桜
の
ゆ
る
し
』
は
、
俳
諧
撰
集
。
半
紙
本
五
冊
。
百
花
坊
巒
古

編
。
天
明
二
年
三
月
、
傘
狂
序
。
岐
阜
県
立
図
書
館
本
を
参
照
し
た
。

（
注
一
四
）以
下
、
本
文
の
翻
刻
引
用
に
関
し
て
は
、
私
に
適
宜
濁
点
を
施
し
、

句
読
点
を
補
っ
た
。

（
注
一
五
）『
首
途
』
は
、
上
野
さ
ち
子
編
『
田
上
菊
舎
全
集
』（
和
泉
書
院
、

平
成
十
二
年
十
月
）
に
よ
っ
た
。

（
注
一
六
）
安
部
家
文
書
の
連
歌
懐
紙
に
つ
い
て
は
、
尾
崎
千
佳
「
安
部
家
連

歌
懐
紙
集
成
」（『
や
ま
ぐ
ち
学
の
構
築
』
創
刊
号
、
平
成
十
七
年
三
月
）・

「
安
部
家
連
歌
懐
紙
集
成
（
承
前
）」（『
や
ま
ぐ
ち
学
の
構
築
』
第
二
号
、

平
成
十
八
年
三
月
）
を
参
照
し
た
。

（
注
一
七
）『
温
泉
元
之
遊
』（
安
部
家
一
一
〇
四
）。

（
注
一
八
）
前
述
の
通
り
、
壺
仙
と
は
壺
外
の
誤
り
と
考
え
る
。
文
政
期
の

『
老
の
旅
』
に
お
い
て
山
口
に
壺
仙
と
い
う
俳
人
が
存
在
し
て
い
た
こ
と

は
わ
か
る
た
め
、
壺
外
の
子
息
が
壺
仙
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

（
注
一
九
）
こ
こ
で
の
矢
田
は
、
近
世
の
矢
田
村
（
江
戸
期
～
明
冶
二
十
二
年

の
村
名
。
吉
敷
郡
の
う
ち
。
屋
田
村
と
も
書
く
。
萩
藩
領
）
を
指
す
。

（
注
二
〇
）「
天
明
三
癸
卯
周
防
矢
田
邑
」（
安
部
家
一
一
三
二
）。

（
注
二
一
）『
山
口
県
史�

史
料
編�

近
世
５
』（
山
口
県
、
平
成
二
十
二
年
三
月
）

に
翻
刻
所
収
。

（
注
二
二
）
尾
崎
千
佳
「
安
部
家
連
歌
懐
紙
集
成
」
参
照
。

（
注
二
三
）
安
部
家
の
木
綿
取
引
に
関
し
て
は
、
平
成
二
十
三
年
八
月
二
十
七

日
に
森
下
徹
講
師
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
「
山
口
市
史
「
史
料
編
」
編
さ
ん

講
演
会
９　

山
口
の
近
世
」
の
講
演
内
容
及
び
、
配
布
資
料
を
参
考
に
し

た
。
ま
た
、「
山
口
市
史　

編
さ
ん
だ
よ
り
」
№
18
（
二
〇
一
二
年
二
月

十
五
日
発
行
）
に
「
市
史
編
さ
ん
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
と
し
て
同
講
演
会
の
報

告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
第
三
十
七
回
山
口
大
学
人
文
学
部
国
語
国
文
学
会
（
平
成

二
十
四
年
五
月
十
三
日
、
於
山
口
大
学
人
文
学
部
）
に
お
け
る
同
題
の
口
頭
発

表
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
席
上
ご
教
示
戴
き
ま
し
た
先
生
方
に
深
謝
申
し
あ

げ
ま
す
。

�

（
は
ら
だ
・
ゆ
い
）
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［表二］山口連中春帖目録
№ 整理番号 年記 標題 書型 刊記 内容 巻頭 巻軸

1 安部家1155 明和六年巳 鴻嶺下 横本
（含共紙表紙三丁）花洛橘冶寿梓

歳旦・春興・歳暮・
下略 壺外 壺外

2 安部家1156 明和七年寅 鴻嶺下 横本
（含共紙表紙四丁）

書林花洛寺町
二條橘冶板 祝晨・歳旦・年尾 壺外 壺外

3 安部家1159 明和八年卯 鴻嶺下 横本
（含共紙表紙五丁）

花洛寺町橘冶
寿梓

歳旦・聖節・祝晨・
歳暮・年尾 壺外 壺外

4 安部家1160 明和九年 鴻嶺下 横本
（含共紙表紙四丁）

花洛寺町たち
はなや板

元旦・聖節・歳暮・
納会 壺外 壺外

5 安部家1164 安永二年巳 鴻嶺下 横本
（含共紙表紙五丁）花洛橘冶寿梓 祝晨・聖節・歳暮 壺外 壺外

6 安部家1176 安永三年午 鴻嶺下 横本
（含共紙表紙四丁）花洛橘冶寿梓

祝晨・聖節・歳旦・
歳暮・年篭・各詠 壺外 壺外

7 安部家1190 安永四年未 鴻嶺下 横本
（含共紙表紙四丁）

花洛寺町橘屋
板 歳旦・聖節・納会 壺外 以哉坊

8 安部家1194 安永五年丙申 周防 横本
（含共紙表紙四丁）

花洛寺橘冶寿
梓 歳旦・聖節・納会 壺外 壺外

9 安部家1199 安永六年丁酉 鴻嶺下 横本
（含共紙表紙四丁）花洛橘冶寿梓 歳旦・聖節・納会 壺外 壺外

10 安部家1125 安永七戊戌 周防山口高嶺下 一枚刷竪紙 京橘冶刀 歳旦・人日酉の歳
暮・文通 壺外 壺外

11 安部家1126 安永八年巳亥 周防山口高嶺下 一枚刷折紙 花洛橘冶寿梓 歳旦・聖節・春興・戌の納会・文通 壺外 壺外

12 安部家1210 安永九年庚子 鴻嶺下 横本
（含共紙表紙五丁）京橘冶寿梓

歳旦・聖節・納会・
守歳 壺外 壺外

13 安部家1214 安永十年巳 鴻嶺下 横本
（含共紙表紙四丁）花洛橘冶寿梓

鶏旦・祝晨・子の
歳暮・納会・年抄 壺外 壺外

14 安部家1227 天明八年戌申 高嶺下 横本
（含共紙表紙五丁）花洛橘冶寿梓

歳旦・春興・年庵・
守歳 壺外 壺外

15 安部家1229 天明九年巳酉 高嶺下 横本
（含共紙表紙四丁）花洛橘冶寿梓

歳旦・聖節・人日・
春興・文通・歳暮・
除夜

素文 壺外

16 安部家1233 寛政二年庚戌 高嶺下 横本
（含共紙表紙五丁）

花洛寺町橘冶
寿梓

祝晨・歳祝・春興・
納会・年内立春 壺外 壺外
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［表三］山口連中春帖入集者
№ 整理番号 年記 標題 入集者

1 安部家1155 明和六年巳 鴻嶺下 壺外・素文・独笑・一葉・大車・如舟・左琴
（吉田連中：可公・楚石・其声・一瓢・萩露・鼡□・鼡礎・□雪）

2 安部家1156 明和七年寅 鴻嶺下
壺外・素文・左琴・独笑・琴露・貫里・梅之・蘭雨・可丁・其流・
一葉・素明・左丈・如行
（吉田連中：可公・楚石其声・鼡礎・萩露・多□・花雪）

3 安部家1159 明和八年卯 鴻嶺下
壺外・素文・琴露・素明・一葉・儲州・左錦・花放・蘭雨・梨更・
梅之・如行・其流・左丈・貫里
(吉田連中：可公・楚石・鼡礎・也水・萩露・多□）

4 安部家1160 明和九年 鴻嶺下
壺外・素文・琴露・貫里・左丈・素明・桂兎・□□・之流・梅枝・
梨更・花放・猶抄・一葉・左錦
（吉田連中：可公・楚石・素礎・也水・萩露・多□・枇路・雨□・）

5 安部家1164 安永二年巳 鴻嶺下
壺外・素文・琴露・桂兎・貫里・左錦・素明・其流・梅之・花放・
□州・一葉・左丈・燕糸・一芳・藤巴
(吉田連中：楚石・素礎・也水・萩露・多□・雨□・桃路・如周）

6 安部家1176 安永三年午 鴻嶺下
壺外・素文・梅之・貫里・素文・素明・左錦・儲州・玉川・燕糸・
市芳・藤巴・利更・一葉・桂兎・之流・左丈
（吉田連中：可松・楚石・桃路・素礎・也水・如周）

7 安部家1190 安永四年未 鴻嶺下
壺外・素文・梅之・貫里・素明・左錦・儲州・花放・独笑・燕糸・
市芳・藤巴・利更・桂兎・里正
（吉田連中：可松・楚石・桃路・楚礎・也水・如風・遊之）

8 安部家1194 安永五年丙申 周防
壺外・素文・梅之・貫里・左錦・儲州・花放・可朝・燕糸・市芳・
藤巴・利更・里正
（吉田連中：可松・楚石・桃路・也水・如風・母竹）

9 安部家1199 安永六年丁酉 鴻嶺下 壺外・素文・貫里・利更・藤巴・枝芳・母竹・儲州・可朝・花放・
左錦・里正

10 安部家1125 安永七戊戌 周防山口高嶺下 壺外・素文・貫里・左錦・里正・（美濃文通：以哉坊）

11 安部家1126 安永八年巳亥 周防山口高嶺下 壺外・素文・貫里・桃巴・左錦・李悠・里正・（美濃文通：以哉坊）

12 安部家1210 安永九年庚子 鴻嶺下

壺外・素文・貫里・許飲・花放・桃巴・独笑・巒台・其由・可朝・
左錦・儲州・梨更・馿径・梅之
（長吉田連中：楚石・桂風・寸松・里松・一瓢・千風・一水・素露・
鼡友・李江）

13 安部家1214 安永十年巳 鴻嶺下
壺外・素文・貫里・可朝・桃巴・其由・左錦・馿径・梨更・花放
（長南吉田連中：楚石・一水・楚口・桂草・一瓢・素露・鼡友・道尓）
寸松・里松・千風

14 安部家1227 天明八年戌申 高嶺下
壺外・素文・桃巴・其宥・緩固・瓠風・素遊・暁□・蟠路・蘭葩・
梨更・貫里
（秋穂連中：湖月・琴糸・兎雪・不及・竹葉・柳水・虎石・左丈・東□）

15 安部家1229 天明九年巳酉 高嶺下
壺外・素文・無苟・度江・其硫・如靄・壺献・冲羽・素風・貫里・右琴・
東水・志逸・梨更・辦二・瓠風・千里・緩固・里蝶・蟠路・蘭葩・
花蜜・素遊・桃巴（文通：其日坊・東□・孤麟・鸝仙・不尤・五葉）

16 安部家1233 寛政二年庚戌 高嶺下
壺外・素文・胡雪・芦舟・梨更・冲羽・無苟・度江・如靄・壺囿・
花客・蘭葩・子与・和遊・何笑・實路・票瓜・壺脯・素風・其宥・
松巴・其日坊・（在東武連中：貫里・右琴・里蝶・其硫）

－�30�－－�31�－


